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秋を通り越し、冬の気配を感じる日が続き、寒暖の差により体調を崩す人も多くなってきました。体調

を整えて、遅刻・欠席のないように心掛けて過ごしましょう。 

先日、オリンピックで金メダルをとり、プロに転向したボクシングの村田諒太選手が再戦で勝利しまし

た。「村田が勝つだろう」というプレッシャーのなか、練習に集中できない時期もあったそうです。そん

な時に集中力を増すためにしたことは、トレーニングではなく読書。哲学や人生に関する書物を手に取り、

気持ちを落ち着けていたそうです。今日の 6限「読書」の取り組み。君たちにどんなプレゼントがあるの

か。読書の話題を何気なく廊下で語れることを願っています。 

【11 月の予定】 

日 曜日 行事 日 曜日 行事 

1 水 ⑥読書感想文 

学習会（C32）15:20～ 

16 木  

2 木  17 金 ﾆｭｰｽ検定（A11）15:20～ 

3 金 文化の日 18 土 土曜日授業 3 限 

4 土  19 日  

5 日  20 月  

6 月 校内ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ（PM） 21 火  

7 火  22 水 ⑥進路テスト（ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ国･数･英）

学習会（C32）15:20～ 

期末試験 1 週間前 

8 水 読書感想文提出 23 木 勤労感謝の日  

9 木  24 金  

10 金 漢字検定 放課後 人文領域 25 土  

11 土 第２回危険物検定 26 日 食生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ検定（A11/12）

10:00～12:00 総合家庭領域 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定(E22/24/11) 

8::45～    情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ系列 

12 日  27 月 期末学習会 校内ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ（PM） 

13 月 避難訓練（７限） 

校内ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ(PM) 

28 火  

14 火 金曜日日課 29 水 期末学習会 

15 水 ⑥学年集会（GA）学年表彰 

学習会（C32）15:20～ 

30 木 期末試験 1 日目（～12 月 5 日） 

 

☆10 月 26･27 日は秋季高体連 高体連に参加しない生徒は 2 時間授業 

26 日（木）①現文 ②家総   27 日（金）①英Ⅱ ②保健 

※各科目、通常の持ち物を用意しておくこと。 

☆検定実施！（日時を確かめておくこと） 合格を目指して！ 

  ①漢字検定（人文領域） 10 日（金）放課後 

   ②危険物検定（受講者） 11 日（土） 

   ③ニュース検定（受験希望者） 17 日（金） 15:20～ 

   ④食生活アドバイザー検定（総合家庭領域） 26 日 10:00～ 

   ⑤ビジネス文書実務検定（情報・ﾋﾞｼﾞﾈｽ系列）26 日 8:45～ 

☆11 月 22 日（水）『ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ国･数･英』の 2 回目のテストを実施します。 範囲：P.38～70 

 

◆学習会へ参加しよう！◆ 

 進路テスト、検定合格、期末テストに向けて、学習会に参加しよう！（１、15、22 日） 

      ※滋賀大学学生の皆さんにマンツーマンで指導していただけます 

                 

◇服装について◇  ・ネクタイ着用 

・防寒着は制服ジャケットの上に着用 

 

◆スマホ時代◆ スマホをうまく使いこなすために･･･使う人としての「心・マナー、相手への思いやり」

と「適切に対応する術」を身に着けるために。 

１． 使用する場合は、時と場所を考えます。□ 

２． 電話・ﾒｰﾙ・SNS などの使用時間は、常識的な時間として考え、基本的には、朝 7 時以前、夜 10

時以降は控えます。□ 

３． ﾒｰﾙや SNS の返信が遅くても、怒らないようにします。□ 

４． ﾒｰﾙや SNS の無責任な書き込みで、人を傷つけたり嫌な思いをさせたりしないようにし 

ます。返信する前には、本当に送信して大丈夫か、必ずもう一度読み返して確認します。□ 

５． 自分の物はもちろん、自分以外の人の個人情報を守ります。□ 

６． 面識のない人とは会いません。□ 

７． ながらｽﾏﾎはしません。□               

 

保護者の皆さまへ いよいよ最終学年に向けて、進路に向けて底力を蓄える時期となりました。就職、進

学、そして自立に向けて「今」できることを一つ一つ積み上げていってほしいと願っています。その一つ

として再度、基本的な生活習慣、身だしなみについて、ご家庭で気をつけていただけると幸いです。引き

続き、ご理解、ご協力いただきますようお願いいたします。            



人権学習 『くちびるに歌を』を鑑賞して 

【感想】 

♡みんながそれぞれ悩みを抱えて生きていくなかで、それを頑張って乗り越えようとする姿に感動しまし

た。柏木先生が言っていた「逃げていたら誰も救ってくれないし、誰も救えない」という言葉が印象に残

りました。嫌なことがあっても、それにぶつかっていくことが大切なんだということがわかりました。 

 

 

♡人それぞれの悩みに葛藤する姿に感動しました。音楽、合唱のおかげで、みんなの支え方や気持ちが変

わったのが分かりやすかったのでよかったです。『くちびるに歌を』を観終わって、今を大切に生きよう

と思いました。 

 

 

♡この映画には今の自分たちにとても必要な事を教えてくれていると思います。苦しくて辛いことからす

ぐに逃げるのではなく、その場で自分や他人と戦って答えを出していくことが、必要と分かっていてもな

かなかできないことだと思います。自分を思う気持ちや人を思う気持ちはすごく大切なことです。この映

画を観て、今後、自分の生活にいかしていきたいと思います。 

 

♡つらい時も、悲しい時もいつまでも引きずっていないで前に進もうとする姿がとてもかっこいいと思い

ました。みんな一人ひとり悩みがあり、大きな壁がある、決して一人ではこえられない壁でも、自分の家

族、友人が一緒にその壁に立ち向かってくれるすばらしさを伝えたいんじゃないかと思いました。僕も、

時には手を貸してもらい、時には人に手を貸す人間になりたいと思います。 

 

♡この映画を観て、歌はたくさんの人を感動させるんだと思いました。コンクールの日に電話で松山先生

に歌を届けることができて、よかったと思いました。松山先生も無事に出産できて、よかったと思いまし

た。柏木先生と生徒たちがすごく頑張っていたと思いました。 

 

♡一言でいうと、とてもよい話でした。共感する言葉もありました。みんな一人じゃない、と本当にそう

思いました。生きる意味なんて考えずに苦しいことがたくさんあっても精一杯生きてやろうなんて思いま

した。 

 

♡初め、嫌々で映画を観ました。物語が進むにつれ、なんか去年の自分を思い出しました。自分も部活動

を辞める時、本当にしんどかったし、誰に相談しても自分なんか相手にしてもらえないと思っていました。 

（･･･中略･･･）信頼する先生に相談したら、相談にのってくれました。この映画も一緒だと思います。他

人は他人、自分は自分だと思います。悔しいことを乗り越え、前進していけば良いことだってあると思い

ました。 

 

 

 

♡つらい時や苦しい時は逃げずに戦うことが大切だと思った。誰かを幸せにしたいって思うことはいいな

と思ったし、誰かを幸せにできる人になりたいと思った。 

 

♡実際、自分も 15 歳の時に自分自身に衝突して、いろんな悩みや苦しさに向き合っていたことが、映画を

観て気づきました。そして、変われたことを。いろんな人がいて、持っているものも違って、いろんな人

と衝突して、不安もいっぱい出てくるけど、必ず自分に素直になれば、良いことが返ってくるので、自分

との向き合いは大切なんだなと思いました。 

 

 

【30 歳の自分に手紙を書こう】 

 

□今手紙を読んでいる僕。もしかすると読まない僕は今、何をしている？ちゃんと就職できているか？ 

（…中略･･･）もしも困っているなら、悩みがあるなら、親や友達に会って気分転換し、心を落ち着かせ、

何事にも取り組み、幸せならその流れが途絶えぬように頑張りたい。どこかに自分を必要としてくれる人

がいるのだから。 

 

□好きな仕事に就いていますか？誰かの顔色をうかがったりして、自分の選択肢からはずれた選択をして

いたりしていませんか。（･･･中略･･･）30 歳の自分の選択を大事に、私らしい人生を送れるように頑張っ

てください。人生を楽しんでください。 

 

□（･･･前略･･･）今の私よりもほんの少しでもいいからどこかしら成長できていたらいいなと思います。 

小さなことにくよくよせずに強い大人になっていてほしいけど、たぶん無理そうなので、今の自分よりは

少しは辛い出来事に耐性がついていたらいいなと思います。 

 

□30 歳の自分は幸せになっていますか？(･･･中略･･･)自分一人の力ではなく周りの支えを借りることで

どんな困難も乗り越えてください。自分がやりたい事と、時には人を助け、助けた人から笑顔で「ありが

とう」と言ってもらえるようにしてください。 

 

□何をしているんですか？仕事はしていますか？夢は叶えられましたか？（･･･中略･･･）今でも地元の友

達と仲はよいですか？彦根総合で仲良くなった友達とは今でも会ったりしているんですか？ 

 

 

～ 年に 1度の学校での映画鑑賞。映画で感じた温かな気持ちを大切に。日々の生活の優しさに。～ 

 


